
沼

の
原
は
石
狩
川
と
十
勝
川
を
分
け

る
稜
線
上

に
あ

っ
て
、東

に
は
石
狩
岳
、
音
更
山

へ
連
な
り
、

西
に
は
五
色

ケ
原
、
忠
別
岳
、
あ

る
い
は
ト
ム
ラ

ウ

シ
山

へ
と
連
な

っ
て
い
る
位
置

に
あ

る
。
海
抜

高

は
お
よ
そ

一
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
台
地
状

に
な

っ
て
い
て
大

小
百
数
十
も
の
湖
沼
と
、
そ
れ
を
と

り
ま
く
湿
原
と

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ

て
い
る
。

火
山
性

の
こ
の
台
地
の
南
端

は
、
急
峻
な
地
形

を
示
し

て
お
り
な
が
ら
よ
く
湿
原
が
発
達

し
て
い

沼 の 原 と沼 の 平 の湿 原

郎[惇島鮫

アカエゾマツに囲まれた沼の原湿

る
の
は
、

そ
の
不
透
水
層
を
も

っ
て
い
る
も

の
と

考
え
ら
れ

、
雨
水

に
よ

っ
て
水
位
の
変
動
は
少
な

い
。
た
だ
、

西
端
部

に
位
置

し
て
い
る
大
沼
は
時

期

に
よ
り
水
位

の
変
動
は
大
き

く
、
湿
原
性
の
植

物
群
落

の
発
達

は
貧
弱

で
、
乾
期

に
は
岩
礫
、
あ

る
い
は
砂
質
部
分
が
露
出
を
す
る
。

こ
の
よ
う

な
こ
と

か
ら
沼
の
原
湿
原

は
、
景

観

上

三

つ
に
区
別

さ
れ
、
沼

の
原
山
に
近

い
部
分
は

沼
の
原
台
地
と
し

て
、
ダ

ケ
カ

ン
バ
林
と

こ
れ
に

つ
づ
く

チ
シ

マ
ザ

サ
、

ハ
イ

マ
ツ
に
よ

っ
て
代

表

さ
れ

る
部
分

で
あ

る
。

つ
ぎ
は
こ
れ

よ
り
高

度
は

低
い
部
分

で
、
沼

の
原

の
主
体
を
な
し

て
お
り
、

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林

に
よ

っ
て
囲
ま
れ

た
湿
原
と
湖

沼
群

で
あ

る
。

(
写
真

1
)

・
そ
し
て
こ
れ

に
加



え

て
大
沼
が
あ
る
わ

け
で
あ

る
が
。
湖
沼
と
湿
原

に
代

表
さ
れ

る
部
分

が
面
積
も
大
き
く
、
沼

の
原

の
特

長
と
な

っ
て
い
る
。

火
山
灰

の
露
見
す

る
水
深

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の

沼

で
は
チ

シ
マ
ミ
ク
リ
の
群
生
し
て
い
る
も

の
が

あ

り
、
水
深

の
浅

い
沼

で
は
ミ
ヤ

マ
オ
ヒ
ル
ム
シ

ロ
が

生
育

し
て
い
る
。
さ
ら

に
浅
い
池
沼

で
は

ミ

ツ
ガ
シ
ワ
、

ク

ロ
ヌ

マ
ハ
リ
イ
、

エ
ゾ

ホ
ソ
イ
な

ど
が
群
落
を
構
成
し
、
池

沼
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
の

異
な

っ
た
景

観
を

み
せ
る
の
も
興
味

が

も

た

れ

る
。池

沼

の
あ

い
だ

に
は

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
仲
間
が
生
育

し

て
お
り
、

ス
ゲ
や
イ
な
ど
と
と
も

に
マ
ッ
ト
状

の
湿
原
と
な

っ
て
い
る
。
主
な
植
物
を
あ
げ
る
と

当麻乗越より見る沼の平湿原

つ
ぎ

の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

タ
カ
ネ

ス
イ
バ
、

ナ
ガ
バ

ノ
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
、

モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
、
ウ

メ
パ

チ

ソ
ウ
、

マ
ル
バ

シ
モ

ツ
ケ
、

チ
ン
グ

ル

マ
、
ガ

ン
コ
ウ
ラ

ン
、

チ
シ
マ

ニ
ン
ジ
ン
、

ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ツ
ル

コ
ケ
モ

モ
、

ホ

ロ
ム
イ
リ

ン
ド

ウ
、

ミ
ヤ

マ
リ
ン
ド
ウ
、

タ
カ
ネ

ニ
ガ

ナ
、
ホ

ロ
ム
イ
ソ
ウ
、

ヤ
チ
ス
ゲ
、

ミ
タ
ケ
ス
ゲ
、
オ
オ
カ
サ

ス
ゲ
、

ワ
タ

ス
ゲ
、

ミ

カ
ヅ

キ
グ
サ
、

ミ
ネ

ハ
リ
イ
、

シ

ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ

カ

マ
、

ミ
ヤ

マ
バ
イ

ケ
イ

ソ
ウ
、

エ
ゾ
カ
ン
ゾ

ウ
、

ヤ
チ
ギ
ボ
シ
、

ホ
ソ
バ

ノ
チ
ド
リ
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う

に
こ
こ
に
生
育

し
て
い
る
植
物
は
、

美
唄
や
幌
向
あ

る
い
は
東

野
幌

な
ど
の
泥
炭
地
と

共
通

の
植
物

も
多
く
、

こ
こ
の
湿
原
は
中
層
、
あ

る
い
は
高
層
湿
原
と
み
る

こ
と
が
で
き

る
。

沼
の
平
は
大
雪
山
北

部
の
永

山
岳

の
裾

に
形
成

さ
れ
て
い
る
湿
原

で
、
生
育

し
て
い
る
植
物
は
沼

の
原
と
よ
く
似

て
お
り

(写
真

2
)
、
海
抜
高

も

同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
湿
原
を
と
り
ま
く
の

は
ダ
ケ
カ
ン
パ
林
や

ハ
イ

マ
ツ
で
あ

っ
て
、
ま
た
、

近
く
に
山
岳
が
あ
り
異
な

っ
た
景
観
を

示
し
て
い

る
。い
ず
れ
も
北
海
道

の
高
山
帯

に
お
け

る
湿
原
と

し
て
は
、
ま

こ
と
に
貴
重

な
存
在

で
類
を
他
に
み

な
い
。

(林
業
試
験
場
北
海
道
支
場
)
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